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Balinese H
induism

：

バ
リ
土
着
の
信
仰
と
イ
ン

ド
仏
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

が
習
合
し
た
信
仰
体
系

＊
2

Kediri

：
ジ
ャ
ワ
島
東
部

で
繁
栄
し
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
を
奉
ず
る
古
代
王
朝

＊
3

M
ajapahit

：
１
２
９
３

〜
１
４
７
８
、ジ
ャ
ワ
島

中
東
部
を
中
心
に
栄
え
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
後
の
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
王
国

今
で
こ
そ
観
光
の
島
だ
が
、
バ
リ
島
の
大
半
の

人
々
の
生
活
は
最
近
ま
で
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と

い
う
、
バ
リ
土
着
の
信
仰
と
イ
ン
ド
仏
教
や
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
が
混
ざ
り
合
っ
た
信
仰
体
系
で
色
濃
く

彩
ら
れ
て
い
た
。
同
島
が
ジ
ャ
ワ
島
に
本
拠
を
置

く
ク
デ
ィ
リ
朝＊

２

の
支
配
下
に
入
っ
た
11
世
紀
初
め

頃
か
ら
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ジ
ャ
ワ
文
化
の
影
響
が

及
び
始
め
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
ジ
ャ
ワ
の
支
配

を
離
れ
る
が
、
マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト
王
国＊

３

が
バ
リ
を
征

服
し
た
１
３
４
３
年
以
後
、
16
世
紀
初
め
に
ジ
ャ

ワ
の
イ
ス
ラ
ム
化
に
よ
っ
て
同
王
国
が
滅
亡
す
る

ま
で
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
化
が
広
く
浸
透
し
た
。
マ

ジ
ャ
パ
ヒ
ト
王
国
滅
亡
時
に
ジ
ャ
ワ
の
貴
族
や
僧

侶
が
独
特
な
文
化
と
と
も
に
大
挙
し
て
バ
リ
に
亡

命
し
た
た
め
で
あ
り
、
現
在
の
バ
リ
人
の
大
半は

王
国
民
の
末
裔
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。
こ
れ
以

降
、
20
世
紀
初
頭
に
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
っ
て
植
民
地
化
さ
れ

る
ま
で
、
バ
リ
は
独
自
の
歴
史
を
歩
み
続
け
、
バ
リ
・
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
の
独
特
な
宇
宙
観
を
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
般
に
教
義
よ
り
も
儀
礼
が
重
ん
じ
ら
れ
る
と
さ
れ
、

そ
の
儀
礼
に
も
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
祖
先
崇
拝
、
呪
術
な
ど
バ

リ
固
有
の
文
化
的
な
特
質
が
根
強
く
生
き
続
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
儀
礼
の
根
底
に
は
浄
と
不
浄
、
神
々
と
悪
霊
、

山
と
海
な
ど
の
二
元
的
対
立
や
輪
廻
転
生
を
信
じ
る
思
考

様
式
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
端
は
、
村
の
結
婚

式
や
火
葬
に
よ
る
葬
儀
の
祀
り
ご
と
の
習
俗
に
、
見
て
取

る
こ
と
が
で
き
た
。
竹
を
多
用

し
た
繊
細
な
祭
壇
や
お
供
え
を
見
て
、
ど
こ
か
日
本
神
道
と
の
類
似
性
さ
え
感

じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
写
真
74
─

１
）。

こ
の
よ
う
な
今
に
伝
わ
る
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
信
仰
体
系
は
、
内
陸
に
散

見
さ
れ
る
棚
田
の
治
水
に
も
不
可
欠
な
地
域
組
織
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

村
総
出
で
祝
う
結
婚
式
を
初
め
と
し
て
、
部
外
者
の
我
々
が
そ
の
機
能
と
実
態

の
一
コ
マ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

｜
第
74
編
｜ 

バ
リ
・
ヒ
ン
デ
ゥ
ー＊

１

の
習
俗

写真74-1 結婚式

図版74-2 結婚式に集う近隣住人

図版74-1 寺院の入口
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